
付
け
て
い
る
産
婦
人
科
。総
合
病
院
で
の
お
産
は
、

持
病
や
高
齢
出
産
の
リ
ス
ク
が
あ
る
人
だ
け
だ
と

い
う
印
象
が
あ
る
が
、
同
院
で
は
特
に
持
病
等
が

な
く
て
も
大
歓
迎
で
、
里
帰
り
出
産
も
受
け
付
け

て
い
る
。産
婦
人
科
に
は
８
名
の
医
師（
女
性
医
師

は
５
名
）が
在
籍
。院
内
に
産
婦
人
科
医
と
小
児
科

医
が
常
駐
し
、妊
娠
中
・
分
娩
中
・
分
娩
後
も
、時

間
問
わ
ず
迅
速
に
対
応
し
て
く
れ
る
。自
身
も
子

育
て
中
の
産
婦
人
科
医
師  

佐
々
本
尚
子
さ
ん
は

「
助
産
師
を
は
じ
め
、
妊
娠
中
や
産
後
の
、
ス
タ
ッ

フ
の
フ
ォ
ロ
ー
が
手
厚
い
で
す
」と
話
す
。

 

「
温
か
く
、
手
厚
い
。そ
し
て
心
強
い
」。同
院
を

取
材
し
て
い
く
中
で
感
じ
た
印
象
だ
。あ
ら
ゆ
る

診
療
科
と
の
連
携
、
そ
し
て
何
よ
り
、
妊
娠
か
ら

出
産
ま
で
の
長
期
間
、妊
婦
一
人
ひ
と
り
に
ベ
テ

ラ
ン
助
産
師
と
看
護
師
が
寄
り
添
っ
て
い
る
。保

健
指
導
の
他
に
「
助
産
師
外
来
」
で
じ
っ
く
り
１

時
間
、
話
を
聞
い
た
り
エ
コ
ー
を
見
た
り
、
骨
盤

ケ
ア
や
、
退
院
後
に
は
電
話
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
。

「
す
こ
や
か
教
室
」
と
い
う
育
児
サ
ー
ク
ル
で

は
、
抱
っ
こ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
子
育
て
を

し
や
す
く
す
る
コ
ツ
を
伝
え
た
り
、相
談
に
も
答

え
、
協
力
を
惜
し
ま
な
い
。「
出
産
で
悩
む
の
は

当
然
の
こ
と
。い
つ
で
も
支
え
る
人
が
、
私
た
ち

が
い
る
よ
っ
て
い
う
の
が
伝
わ
れ
ば
」。看
護
師

長
の
西
島
律
子
さ
ん
の
言
葉
が
心
に
残
っ
た
。

い
つ
で
も
相
談
で
き
る

私
た
ち
が
い
る

　

食
事
も
、
使
用
食
材
か
ら
食
器
ま
で
、
産
婦

人
科
は
特
別
だ
。「
病
院
の
食
事
は
美
味
し
く

な
い
」。そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
よ
う
と
、栄

養
部
と
産
婦
人
科
と
で
話
し
合
っ
た
の
だ
と

い
う
。出
来
る
だ
け
専
門
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
追

い
つ
こ
う
と
、通
常
３
週
間
サ
イ
ク
ル
の
病
院

食
も
、産
婦
人
科
で
出
さ
れ
る
料
理
は
１
週
間

ご
と
に
メ
ニ
ュ
ー
が
組
み
替
え
ら
れ
る
、別
立

て
の
調
理
に
な
っ
た
。和
食
、
洋
食
、
中
華
、
毎

日
飽
き
の
こ
な
い
メ
ニ
ュ
ー
構
成
、そ
し
て
産

婦
人
科
病
棟
の
看
護
師
か
ら
の
要
望
を
取
り

入
れ
た
〝
野
菜
た
っ
ぷ
り
〞
の
料
理
が
並
ぶ
。

３
時
の
お
や
つ
も
、授
乳
婦
に
は
凝
っ
た
和
菓

子
や
洋
菓
子
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

出
産
後
は
、
病
院
か
ら
の
お
祝
い
と
し
て
、

ホ
テ
ル
の
元
料
理
長
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の「
フ
レ

ン
チ
ミ
ニ
コ
ー
ス
」が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
家

族
と
共
に
食
事
が
楽
し
め
る
。普
段
の
食
事
の

充
実
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、院
内
レ
ス
ト
ラ
ン

で
食
べ
ら
れ
る
こ
の
家
族
会
食
サ
ー
ビ
ス
は

好
評
で
、「
食
事
が
良
か
っ
た
」と
い
う
感
想
が

多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
そ
う
だ
。

　同院で出産した人にはアルバ
ム、おくるみ、スキンケアオイル
等の「お祝いセット」が贈られる。
おくるみは 2011 年の開院 30 周
年の記念品として作成し、現在も
人気　　分娩室だけでなく、詰所
でも胎児の心拍数が把握できるよ
うになっている　　看護師、助産
師は急な処置にも対応できるよう
しっかりと人員が確保されている
　好評の「フレンチミニコース」
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毎
週
水
曜
日
に
は
産
婦
人
科
と
小
児
科
、

各
科
の
医
師
・
看
護
師
、
そ
し
て
助
産
師
と

で
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
。

産
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
や
妊
婦
の
状
態
、
予

想
さ
れ
る
問
題
や
、
帝
王
切
開
で
な
く
て
も

分
娩
時
に
小
児
科
医
の
立
ち
会
い
が
必
要
か

等
、
情
報
を
事
前
に
共
有
し
、
協
力
体
制
を
敷

い
て
い
る
。分
娩
経
過
に
異
常
が
あ
る
場
合

は
、
新
生
児
に
起
こ
り
う
る
異
常
を
考
え
た

準
備
を
し
、
出
生
後
す
ぐ
に
必
要
な
処
置
を

行
う
の
だ
と
い
う
。出
産
に
立
ち
会
っ
た
際

は
、
新
生
児
に
異
常
が
な
い
か
、
出
生
直
後
か

ら
診
察
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

新
生
児
の
容
態
は
、
時
間
の
経
過
に
よ
り

悪
化
す
る
こ
と
が
多
く
、
早
急
な
対
応
が
欠

か
せ
な
い
。小
児
科
の
他
に
も
、
他
科
の
受
診

が
必
要
な
場
合
は
、
眼
科
や
耳
鼻
科
、
形
成
外

科
等
の
医
師
が
診
察
す
る
。あ
ら
ゆ
る
ケ
ー

ス
に
対
応
で
き
る
、
安
心
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
は
総
合
病
院
な
ら
で
は
だ
。

各
科
が
連
携
し
て
、

様
々
な
ケ
ー
ス
に
対
応

　

昭
和
56
年
に
開
院
以
来
、
地
域
の
中
核
病
院

と
し
て
箕
面
の
医
療
を
支
え
る
『
箕
面
市
立
病

院
』。平
成
22
年
３
月
に
「
大
阪
府
が
ん
診
療
拠

点
病
院
」に
指
定
さ
れ
、
同
年
11
月
に
は「
地
域

医
療
支
援
病
院
」に
承
認
さ
れ
た
。21
の
診
療
科

を
有
し
、
病
床
数
は
３
１
７
床
。多
職
種
の
ス

タ
ッ
フ
が
連
携
し
て
治
療
に
あ
た
る
〝
チ
ー
ム

医
療
〞
や
、高
度
医
療
に
挑
む
べ
く
、内
視
鏡
手

術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
ビ
ン
チ
」
を
導
入
す
る

等
、自
治
体
病
院
で
あ
り
な
が
ら
、先
進
的
な
取

り
組
み
を
積
極
的
に
行
う
、稀
有
な
病
院
だ
。

　

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
、
他
科
と

違
っ
て
〝
紹
介
状
の
有
無
に
関
係
な
く
〞
受
け

地
域
医
療
の
中
核

と
し
て
出
産
を
支
え
る

産
婦
人
科
医
師
不
足
が
叫
ば
れ
る
昨
今…

…

。

同
院
で
は
医
師
、
看
護
師
、
助
産
師
、
心
強
い
大
勢
の
ス
タ
ッ
フ
が

24
時
間
３
６
５
日
、
各
科
と
連
携
し
診
療
に
あ
た
っ
て
い
る
。

診
療
体
制
に
加
え
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
誠
心
誠
意
の
ケ
ア
が

〝
安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
〞
を
作
り
だ
し
て
い
た
。

箕
面
市
で
、安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
を

箕
面
市
立
病
院

箕面市立病院
〒562-0014　箕面市萱野 5-7-1

072-728-2001（代表）

http://www.minoh-hp.jp/

安
心
度
に
、
満
足
度
を

食
事
で
プ
ラ
ス
し
た
い

巻
頭
特
集
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栄 養 部  部 長
管理栄養士 篠木 敬二さん

産婦人科  看護師長
助産師  西島 律子さん

産婦人科
助産師 野崎 里美さん  助産師 横山 しずかさん

小 児 科
医師 木島 衣理さん

副院長・小児科主任部長
医師  山本 威久さんん

文／小木曽優美　デザイン／小林亜由　写真／有田聡子

産 婦 人 科
医師 佐々本 尚子さん

“安心で安全なお産”
というのを、当院では
第一に考えております

ベテランの助産師が
多く、経験値があるので、
色んなものが提供できる
引き出しはあります

診療科や職種の枠を
こえて、連携できている事

も大きいですね

出産を経験して、母親の
無条件の愛情、子を思う
気持ちが分かりました

食事でも満足度が
あがるよう

色々と企画しています

どういうふうに産みたいか、
育てたいか、話しやすい雰囲気作りを

心掛けています
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